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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体通信システムの基地局であって、
　自局を利用する移動機の移動機固有の番号を登録する登録部と、
　前記移動体通信システムが移動機に割り当てた該移動機の識別子の更新割当要求を該移
動機から受けると、該移動機に対して移動機固有の番号の送信を要求する要求部と、
　該要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号と、前記登録部によ
って登録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号とに基づいて近隣基地
局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するように制御する制御
部と、
を備え、
　前記制御部は、前記要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号が
、前記登録部に登録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致しな
い場合、当該移動機の識別子を更新せず、自局の情報を含まない近隣基地局情報を作成し
、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するように制御する、
ことを特徴とする基地局。
【請求項２】
　請求項１に記載の基地局において、
　前記制御部は、
前記要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号が、前記登録部に登
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録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致する場合、自局の情報
を含む近隣基地局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するよう
に制御する、
ことを特徴とする基地局。
【請求項３】
　移動体通信システムの基地局の制御方法であって、
　自局を利用する移動機の移動機固有の番号を登録するステップと、
　前記移動体通信システムが移動機に割り当てた該移動機の識別子の更新割当要求を該移
動機から受けると、該移動機に対して移動機固有の番号の送信を要求するステップと、
　該要求するステップに応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号と、前記登録す
るステップで登録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号とに基づいて
近隣基地局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するように制御
するステップと、を含み、
　前記制御するステップは、前記要求するステップの要求に応じて前記移動機から受信し
た移動機固有の番号が、前記登録するステップで登録されている前記自局を利用する移動
機の移動機固有の番号と一致しない場合、当該移動機の識別子を更新せず、自局の情報を
含まない近隣基地局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するよ
うに制御する、
ことを特徴とする基地局の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信システムの基地局およびその制御方法に関し、特に、一般回線を
介して移動体通信網に接続されている基地局およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、移動体通信用の機器、特に携帯電話端末は急速に普及し、人口がある程度あるエ
リアはほとんどカバーされるようになった。しかしながら、家屋や建物の内部の空間や立
地状況が悪い場所では、通常の既存基地局（即ち、広域基地局）からの電波が届かず圏外
となり、電波が弱く通信が安定しないエリアが存在している。このような圏外となるエリ
アに対応するものとして、出力電力が小さく、半径数メートル～数１０メートル程度のセ
ル（サービスエリア）を提供する小型基地局が開発されている。このような超小規模のセ
ル自体、或いは、当該セルを提供する小型基地局をフェムトセルと称する。このフェムト
セルは、一般回線（ADSLなどのブロードバンド回線）を介して移動体通信網に接続される
。
【０００３】
　一方、一般家庭においても、光回線、ＡＤＳＬなどのブロードバンド回線の常時接続が
普及しているため、フェムトセルと移動体通信システムを接続する環境（即ちバックボー
ン）は整いつつある。さらに、通信事業者としては、フェムトセルおよびブロードバンド
回線の利用によって、本来消費されるはずであった通常の既存基地局の帯域を使わずに済
むというメリットもある。従って、関連法規の規制緩和や運用の変更によって、近い将来
フェムトセルの本格的な開発が行われ、通信事業者以外の個人ユーザの使用が期待される
。
【０００４】
　このようなフェムトセルを個人ユーザが購入し、自宅に設置した場合、フェムトセルが
提供するカバーエリアに入ってきた移動局は、当該フェムトセルに公衆基地局（マクロセ
ル）と同様に無線接続することが可能となる。しかし、個人ユーザにより購入・設置され
たフェムトセルが、他人に自由にアクセスされてしまうと、当該個人自身が使いたいとき
に、他人にフェムトセルの無線帯域を消費されてしまい、スループットが不足したりする
などの問題が生じる。そこで、フェムトセルへの利用者登録を行い、利用者以外の使用を
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拒否する機能が付加されることが想定される。
【０００５】
　このような想定において、マクロセルを利用している移動局がフェムトセルへハンドオ
フする様子を想定する（なおハンドオフについては、例えば特許文献１を参照されたい。
）。図４に、移動局（無線通信端末）が、従来のＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯのプ
ロトコルに基づきハンドオフする様子を示す。なお、これ以降、フェムトセルへの利用者
登録を行っていない端末を「非登録端末」、利用者登録を行っている端末を「登録端末」
と称する。また、図４において、「端末（非登録）」とは、非登録端末であることを示し
、「端末（登録／非登録）」とは、登録端末と非登録端末とで共通の動作であることを示
す。また、図５に、従来のＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯのプロトコルに基づき非登
録端末がマクロセルからフェムトセルへハンドオフする場合のフローチャートを示す。以
下に、図４及び５を用いて、従来のプロトコルに基づくハンドオフを説明する。
【０００６】
　まず、図４（ａ）のように、端末（登録／非登録）ＡＴ１が、基地局（マクロセル）Ａ
ＮのカバーエリアからフェムトセルＦＡＰのカバーエリアへ入り、基地局（マクロセル）
ＡＮからフェムトセルＦＡＰへのハンドオフを基地局（マクロセル）ＡＮに要求する（図
５　ステップＴ１１，Ｔ１２）。次に、端末（登録／非登録）ＡＴ１は、フェムトセルＦ
ＡＰに対してＵＡＴＩ（Unicast Access Terminal Identifier）の更新割当を要求する（
ステップＴ１３）。そして、図４（ｂ）のように、自端末のＵＡＴＩをフェムトセルＦＡ
Ｐから送信されたＵＡＴＩに更新する（ステップＴ３１，Ｔ１４）。さらに、端末（登録
／非登録）ＡＴ１は、基地局（マクロセル）ＡＮとのそれ以前のＰＰＰ（Point-to-Point
 Protocol）を切断し、ＥＶ－ＤＯセッションを開放する（ステップＴ１５）。その後、
フェムトセルＦＡＰは、端末（登録／非登録）ＡＴ１に対して、端末が持つ端末固有の番
号（端末識別子）であるＥＳＮ（Electric Serial Number）の送信を要求する（ステップ
Ｔ３２）。すなわち、フェムトセルＦＡＰは、ハンドオフを要求する端末が自局に利用者
登録している端末であるか否かを判定する。この要求に対して、端末（登録／非登録）Ａ
Ｔ１は、自端末のＥＳＮを送信することで応答する（ステップＴ１６，Ｔ３３）。この時
点で、フェムトセルＦＡＰと端末（登録／非登録）ＡＴ１との間でＥＶ－ＤＯセッション
が確立される（ステップＴ１７，Ｔ３４）。ここまでは、登録端末と非登録端末とで同様
の処理となる。
【０００７】
　ＥＶ－ＤＯセッションが確立された後、端末ＡＴ１は、フェムトセルＦＡＰとのＰＰＰ
を確立すべく、フェムトセルＦＡＰへ通信の開始を要求する（ステップＴ１８）。このと
き、登録端末であれば、フェムトセルＦＡＰとの通信が開始され、ＰＰＰが確立される。
しかしながら、非登録端末である場合は、図４（ｃ）に示すように、フェムトセルＦＡＰ
への通信が拒否されることになる（ステップＴ１９，Ｔ３６）。
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－１１３１５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述のように、フェムトセルＦＡＰに利用登録を行っていない非登録端末は、フェムト
セルＦＡＰとの通信が拒否されるため、フェムトセルＦＡＰへのハンドオフを停止し、周
辺のマクロセルへの接続を試みることになる。すなわち、非登録端末は、図４（ｃ）に示
すように、周辺のマクロセルのサーチから、ＵＡＴＩの更新、ＥＶ－ＤＯセッション及び
ＰＰＰの確立を再度行わなければならない（ステップＴ２０～Ｔ２５）。この場合、ハン
ドオフ前のマクロセルとのＰＰＰを再度確立できるとは限らない。また、非登録端末にお
いて、フェムトセルＦＡＰとのＰＰＰが確立できないにもかかわらず、フェムトセルＦＡ
ＰからＵＡＴＩを割り当てられた後にハンドオフ前の基地局（マクロセル）ＡＮとのＰＰ
Ｐを切断しているため、ハンドオフ時に行っていたデータのストリーミングやダウンロー
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ドが途中で切断されてしまう。この場合、非登録端末は、データのダウンロードを最初か
らやり直さなければならなくなり、ユーザビリティに欠ける。
【００１０】
　従って、本発明の目的は、自局に利用登録されていない非登録端末が自局へハンドオフ
を試みた場合に、ハンドオフ前のマクロセルとの接続が切断されないようにする技法（基
地局、基地局の制御方法）を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した諸課題を解決すべく、本発明による基地局は、
　自局を利用する移動機の移動機固有の番号（ＥＳＮ）を登録する登録部と、
　前記移動体通信システムが移動機に割り当てた該移動機の識別子（ＵＡＴＩ）の割当要
求を該移動機から受けると、該移動機に対して移動機固有の番号の送信を要求する要求部
と、
　該要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号と、前記登録部に登
録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号とに基づいて近隣基地局情報
（neighbor list）を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するように
制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号が
、前記登録部に登録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致しな
い場合、当該移動機の識別子を更新せず、自局の情報を含まない近隣基地局情報を作成し
、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するように制御する。
【００１２】
　また、本発明の一実施態様による基地局は、
　前記制御部は、
前記要求部の要求に応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号が、前記登録部に登
録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致する場合、自局の情報
を含む近隣基地局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するよう
に制御することを特徴とする。
【００１４】
　上述したように本発明の解決手段を装置として説明してきたが、本発明はこれらに実質
的に相当する方法、プログラム、プログラムを記録した記憶媒体としても実現し得るもの
であり、本発明の範囲にはこれらも包含されるものと理解されたい。なお、方法やプログ
ラムの各ステップは、データの処理においては必要に応じて、CPU、DSPなどの演算処理装
置を使用するものであり、入力したデータや加工・生成したデータなどをHDD、メモリな
どの記憶装置に格納するものである。
【００１５】
　例えば、本発明を方法として実現した、移動体通信システムの基地局による通信方法は
、
　自局を利用する移動機の移動機固有の番号（ＥＳＮ）を登録するステップと、
　前記移動体通信システムが移動機に割り当てた該移動機の識別子（ＵＡＴＩ）の更新割
当要求を該移動機から受けると、該移動機に対して移動機固有の番号の送信を要求するス
テップと、
　該要求するステップに応じて前記移動機から受信した移動機固有の番号と、前記登録す
るステップで登録されている前記自局を利用する移動機の移動機固有の番号と、に基づい
て近隣基地局情報（neighbor list）を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機
に送信するように制御するステップとを含み、
　前記制御するステップは、前記要求するステップの要求に応じて前記移動機から受信し
た移動機固有の番号が、前記登録するステップで登録されている前記自局を利用する移動
機の移動機固有の番号と一致しない場合、当該移動機の識別子を更新せず、自局の情報を
含まない近隣基地局情報を作成し、該作成した近隣基地局情報を当該移動機に送信するよ
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うに制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、自局に利用登録されていない非登録端末が自局へハンドオフを試みた
場合に、ハンドオフ前のマクロセルとの接続が切断されないようにする技法（基地局及び
基地局の制御方法）を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以降、諸図面を参照しながら、本発明の実施態様を詳細に説明する。なお、これ以降で
は、移動体通信システムとしてＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯを想定して説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施態様によるフェムトセル（基地局）のブロック図である。図に
示すように、フェムトセルＦＡＰは、例えば一般家庭内に設置されたＡＤＳＬ（Asymmetr
ic Digital Subscriber Line）や光ファイバなどのブロードバンド回線（一般回線）を通
じて、インターネットＩＮＥＴに接続されている。インターネットＩＮＥＴは、フェムト
ゲートウェイＦＧＷを介して移動体通信網ＣＮＥＴと接続している。移動体通信網ＣＮＥ
Ｔは、図示しないＰＤＳＮ（Packet Data Serving Node、パケットデータサービスノード
）、ＰＣＦ（Packet Control Function、パケット制御器）等を含む移動体通信ネットワ
ークである。
【００１９】
　また、図に示すように、フェムトセルＦＡＰは、無線部１１０、フェムトセル制御部１
２０、記憶部１３０、ＬＡＮ接続部１４０及びアンテナＡＮＴを備える。無線部１１０は
、アンテナＡＮＴを介して移動機と通信を行う。記憶部１３０は、各種設定情報や、自局
の近隣に位置する近隣基地局（マクロセル、フェムトセル）に関する情報を格納する（詳
細は後述する）。ＬＡＮ接続部１４０は、ブローバンド回線を介してインターネットＩＮ
ＥＴに接続している。フェムトセル制御部１２０は、装置全体の制御を司るもので、登録
部１２２、要求部１２４、作成部１２６及び判定部１２８を備える。登録部１２２は、無
線或いはブロードバンド回線によりフェムトセルＦＡＰを利用する移動機の移動機固有の
番号（ＥＳＮ、携帯電話番号、端末ＩＤなどの識別情報）を登録し、記憶部１３０に格納
する。フェムトセル制御部１２０は、登録部１２２に登録されている移動機固有の番号を
有する移動機だけに通信を許可するような制御を行う。要求部１２４は、移動体通信シス
テムが移動機に割り当てた移動機の識別子（ＵＡＴＩ）の更新割当要求を移動機から受け
ると、その移動機に対して移動機固有の番号の送信を要求する。判定部１２８は、要求部
１２４の要求に応じて移動機から送信された移動機固有の番号が、登録部１２２によって
登録されているか否かを判定する。作成部１２６は、判定部１２８の判定結果を受けたフ
ェムトセル制御部１２０の制御により、近隣基地局情報（neighbor list）を作成する。
フェムトセル制御部１２０は、作成部１２６で作成した近隣基地局情報（neighbor list
）を、移動機の識別子（ＵＡＴＩ）の更新割当要求を要求した移動機へと送信する。フェ
ムトセル制御部１２０は、移動機から受信した移動機固有の番号が、登録部１２２によっ
て登録されている自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致する場合、自局の情報
を含む近隣基地局情報（neighbor list）を作成するように作成部１２６を制御する。そ
れに対して、移動機から受信した移動機固有の番号が、登録部１２２によって登録されて
いる自局を利用する移動機の移動機固有の番号と一致しない場合、フェムトセル制御部１
２０は、自局の情報を含まない近隣基地局情報（neighbor list）を作成するように作成
部１２６を制御する。
【００２０】
　従来のプロトコルに従って、フェムトセルＦＡＰに対して利用者登録を行っていない非
登録端末が基地局（マクロセル）ＡＮからフェムトセルＦＡＰにハンドオフを行うと、非
登録端末は、フェムトセルＦＡＰへのハンドオフが完了し、フェムトセルＦＡＰへの通信
開始要求を行って初めて、フェムトセルＦＡＰとの通信を拒否される。通信を拒否された
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時点では、既にハンドオフ前の基地局（マクロセル）ＡＮとのＰＰＰやＥＶ－ＤＯセッシ
ョンが開放されているため、ハンドオフ前の基地局（マクロセル）ＡＮとの通信時に行っ
ていたデータのストリーミングやダウンロードが切断されてしまう。この課題を解決する
本発明によるフェムトセルＦＡＰが、移動機（非登録端末又は登録端末）によって基地局
（マクロセル）ＡＮからのハンドオフを要求された場合の処理を、図２及び図３を用いて
説明する。図２は、本発明の一実施例による、移動機（登録端末及び非登録端末）ＡＴが
基地局（マクロセル）ＡＮからフェムトセルＦＡＰへハンドオフを行う場合のフローチャ
ートである。
【００２１】
　まず、基地局（マクロセル）とＰＰＰを確立して通信を行っている端末（非登録／登録
）が、フェムトセルＦＡＰのカバーエリアへ入り、フェムトセルＦＡＰを捕捉する（ステ
ップＳ１１，Ｓ３１）。その後、端末（非登録／登録）は、基地局（マクロセル）ＡＮか
らフェムトセルＦＡＰへのハンドオフを基地局（マクロセル）ＡＮに要求する（ステップ
Ｓ１２，Ｓ３２）。さらに、端末（非登録／登録）は、フェムトセルＦＡＰに対して、ハ
ンドオフ前の基地局（マクロセル）との通信のために移動体通信システムから割り当てら
れていたＵＡＴＩの更新割当を要求する（ステップＳ１３，Ｓ３３）。それに対し、フェ
ムトセルＦＡＰは、端末（非登録／登録）に対してＥＳＮの送信を要求する（ステップＳ
２１）。端末（非登録／登録）は、フェムトセルＦＡＰのＥＳＮ送信要求に対して、自端
末のＥＳＮを応答する（ステップＳ１４，Ｓ３４）。フェムトセルＦＡＰの判定部１２８
は、端末（非登録／登録）から受信したＥＳＮが、自局を利用するＥＳＮとして登録部１
２２によって登録されているＥＳＮと一致するか否かを判定する（ステップＳ２２）。す
なわち、フェムトセルＦＡＰは、ＵＡＴＩ更新割当要求を自局に送信した端末が、自局の
登録端末であるか否かを判定する。このように、端末からのＵＡＴＩの更新割当要求に対
して、従来のプロトコルに従えばＵＡＴＩを割り当てることで応答するところ、本発明で
は、ＵＡＴＩの割当に先立ちＥＳＮの送信を要求して、端末が登録端末であるか否かを判
定する。
【００２２】
　ステップＳ２２にて、端末から受信したＥＳＮが、登録部１２２によって登録されてい
るＥＳＮと一致すると判定された場合（受信したＥＳＮが登録端末のものである場合）は
、フェムトセルＦＡＰの作成部１２６は、自局が使用する周波数帯域やバンドクラス、Ｐ
Ｎ符号等の各種情報を含む近隣基地局情報（ネイバーリスト：Neighbor List）を作成す
る（ステップＳ２４）。そして、フェムトセルＦＡＰは、登録端末からのＵＡＴＩ更新割
当要求に対してＵＡＴＩを応答する（ステップＳ２５）。ＵＡＴＩを取得した登録端末は
、自端末のＵＡＴＩを更新し（ステップＳ３５）、基地局（マクロセル）とのＰＰＰ、Ｅ
Ｖ－ＤＯセッションを開放する（ステップＳ３６）。なお、ステップＳ２４とステップＳ
２５との順序は逆であっても良い。
【００２３】
　ステップＳ２２にて、端末から受信したＥＳＮが、自局に登録されているＥＳＮと一致
しないと判定された場合（受信したＥＳＮが非登録端末のものである場合）は、フェムト
セルＦＡＰの作成部１２６は、自局が使用する周波数帯域やバンドクラス、ＰＮ符号等の
各種情報を含まない近隣基地局情報（ネイバーリスト：Neighbor List）を作成する（ス
テップＳ２３）。すなわち、自局の周辺に位置する近隣基地局の前記各種情報のみを含む
ネイバーリストを作成して、非登録端末がハンドオフする際の、近隣基地局のパイロット
信号の検出を支援する。
【００２４】
　その後、フェムトセル制御部１２０は、作成部１２６によって作成されたネイバーリス
トを、ＵＡＴＩ更新割当要求を自局に送信した端末（非登録／登録）に対して送信するよ
うに制御する（ステップＳ２６）。なお、登録端末に対するネイバーリストには、フェム
トセルＦＡＰが使用する周波数帯域やバンドクラス、ＰＮ符号等の各種情報が含まれてお
り、非登録端末に対するネイバーリストには、自局の周辺に位置する近隣基地局（マクロ
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セル）の各種情報のみが含まれている。ネイバーリストを受信した登録端末は、ネイバー
リストを元にフェムトセルＦＡＰへのハンドオフを完了する（ステップＳ３７）。その後
、登録端末とフェムトセルＦＡＰとの間には、ＥＶ－ＤＯセッションが確立され（ステッ
プＳ２７，Ｓ３８）、登録端末からの通信開始要求が送信され、フェムトセルＦＡＰが通
信開始要求を受信すると（ステップＳ３９，Ｓ２８）、フェムトセルＦＡＰと端末（登録
）ＡＴとの間の通信が確立される（ステップＳ４９，Ｓ２９）。
【００２５】
　ネイバーリストを受信した非登録端末は、受信したネイバーリストを元に、基地局（マ
クロセル）ＡＮへのハンドオフを行う（ステップＳ１５）。そして、マクロセルを捕捉し
（ステップＳ１６）、基地局（マクロセル）との通信を再開する（ステップＳ１７）。こ
のとき、フェムトセルＦＡＰへのハンドオフ要求を行う前のＰＰＰ及びＥＶ－ＤＯセッシ
ョンが維持されたままであるため、ハンドオフ要求時に行っていたデータのストリーミン
グやダウンロードが途中で切断されることがない。
【００２６】
　次に、シーケンス図を用いて説明する。図３は、本発明の一実施例による、移動機（端
末）ＡＴが基地局（マクロセル）ＡＮからフェムトセルＦＡＰへハンドオフを行う場合の
シーケンス図である。まず、端末（登録／非登録）ＡＴは、基地局（マクロセル）ＡＮと
のＰＰＰを確立している（ステップＰ１０）。その後、端末（登録／非登録）ＡＴが、基
地局（マクロセル）ＡＮからフェムトセルＦＡＰへのハンドオフを基地局（マクロセル）
ＡＮに要求する（ステップＰ１１）。さらに、端末（登録／非登録）ＡＴは、フェムトセ
ルＦＡＰに対して、ＵＡＴＩの更新割当を要求する（ステップＰ１２）。従来のプロトコ
ルと異なり、本発明では、フェムトセルＦＡＰが、ＵＡＴＩの更新割当要求に対しＥＳＮ
の送信を要求する（ステップＰ１３）。端末（登録／非登録）ＡＴは、フェムトセルＦＡ
ＰのＥＳＮ送信要求に対して、自端末のＥＳＮを応答する（ステップＰ１４）。フェムト
セルＦＡＰの判定部１２８は、端末（登録／非登録）ＡＴから受信したＥＳＮに基づいて
、端末が自局の登録端末であるか否かを判定する（ステップＰ１５）。
【００２７】
　受信したＥＳＮが登録端末のものである場合は、フェムトセルＦＡＰは、端末（登録）
ＡＴにＵＡＴＩを割り当て、端末（登録）ＡＴは、自端末のＵＡＴＩを更新する（ステッ
プＰ１６）。ＵＡＴＩを更新した端末（登録）ＡＴは、基地局（マクロセル）ＡＮとのＰ
ＰＰ、ＥＶ－ＤＯセッションを開放する（ステップＰ１７）。その後、フェムトセルＦＡ
Ｐの作成部１２６は、自局が使用する周波数帯域やバンドクラス、ＰＮ符号等の各種情報
を含むネイバーリストを作成する。フェムトセル制御部１２０は、作成部１２６によって
作成されたネイバーリストを、ＵＡＴＩ更新割当要求を自局に送信した端末（登録）ＡＴ
に対して送信するように制御する（ステップＰ１８）。ネイバーリストを受信した端末（
登録）ＡＴは、ネイバーリストを元にフェムトセルＦＡＰへのハンドオフを完了する（ス
テップＰ１９）。そして、フェムトセルＦＡＰと端末（登録）ＡＴとのＥＶ－ＤＯセッシ
ョンが確立され、端末（登録）ＡＴからの通信開始要求が送信されると（ステップＰ２０
）、フェムトセルＦＡＰと端末（登録）ＡＴとの間の通信が確立される（ステップＰ２１
）。
【００２８】
　なお、ステップＰ１５にて、判定部１２８によって、受信したＥＳＮが非登録端末のも
のであると判定された場合は、フェムトセルＦＡＰの作成部１２６は、自局が使用する周
波数帯域やバンドクラス、ＰＮ符号等の各種情報を含まないネイバーリストを作成する。
フェムトセル制御部１２０は、作成部１２６によって作成されたネイバーリストを、端末
（非登録）ＡＴに対して送信する（ステップＰ２２）。端末（非登録）ＡＴは、受信した
ネイバーリストを元に、基地局（マクロセル）ＡＮへのハンドオフを行う。このとき、フ
ェムトセルＦＡＰへのハンドオフ要求を行う前のＰＰＰが維持されたままであるため、ハ
ンドオフ要求時に行っていたデータのストリーミングやダウンロードが途中で切断される
ことがない。
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【００２９】
　なお、上述の実施例では、端末識別子としてＥＳＮを用いているが、フェムトセルが端
末ＡＴから取得可能な識別子であれば、ＥＳＮ以外の識別子でもよく、例えば、ＩＰアド
レス、ＭＥＩＤ（Mobile Equipment Identifier、移動機識別子）、ＵＩＭＩＤ（User Id
entity Module Identifier）、電話番号、ＩＭＳＩ（International Mobile Subscriber 
Identity、加入者識別子）を用いてもよい。また、移動機に対応する利用者の情報、例え
ば契約者情報などでも良い。
【００３０】
　さらに、上述の実施例では、移動体通信システムとしてＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－
ＤＯを想定して説明したが、本発明はこれに限られるものではなく、例えば、Ｗ－ＣＤＭ
Ａ方式（ＨＳＤＰＡ等）のシステムにも適用することができる。その場合は、上述したＵ
ＡＴＩの割り当てによるセッション確立ではなく、Ｗ－ＣＤＭＡ方式に則る方法で、フェ
ムトセルＦＡＰ及びマクロセルＡＮへのセッション確立が行われる。
【００３１】
　本発明の効果利点を再度述べる。端末からのＵＡＴＩの更新割当要求に対して、従来の
プロトコルに従えばＵＡＴＩの更新割当を行うことで応答するところ、本発明によれば、
端末にＥＳＮの送信を要求して、その端末が登録端末であるか否かを判定する。そして、
非登録端末にはＵＡＴＩの更新割当を行わず、非登録端末と基地局（マクロセル）とのＥ
Ｖ－ＤＯセッションの切断を行わせないようにするため、非登録端末のＥＶ－ＤＯセッシ
ョンの再確立動作やデータのダウンロードのやり直しが発生せず、ユーザの利便性が向上
する。
【００３２】
　本発明を諸図面や実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修正
は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各部、各ステップなどに含まれ
る機能などは論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の構成部やステップなど
を１つに組み合わせたり、或いは分割したりすることが可能である。なお、ネイバーリス
トという用語にとらわれることなく、基地局（マクロセル）を移動機に検出させるための
情報であれば、本発明の範囲に含まれることに留意されたい。また、移動機としては、フ
ェムトセルへの接続が可能であるならば、ノートパソコン、ＰＤＡ（パーソナルデジタル
アシスタンス）、携帯ゲーム機、携帯オーディオプレーヤー、携帯ビデオプレイヤー、携
帯電子辞書、携帯電子書籍ビューワーなどの携帯電子機器に幅広く本発明を適用すること
が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施態様によるフェムトセルのブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による、移動機が基地局（マクロセル）からフェムトセルへハ
ンドオフを行う場合のフローチャートである。
【図３】本発明の一実施例による、移動機が基地局（マクロセル）からフェムトセルへハ
ンドオフを行う場合のシーケンス図である。
【図４】移動局（無線通信端末）が、従来のＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯのプロト
コルに基づきハンドオフする様子を示す図である。
【図５】従来のＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯのプロトコルに基づき非登録端末がマ
クロセルからフェムトセルへハンドオフする場合のフローチャートを示す。
【符号の説明】
【００３４】
　　ＦＡＰ　フェムトセル
　　１１０　無線部
　　１２０　フェムトセル制御部
　　１２２　登録部
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　　１２４　要求部
　　１２６　作成部
　　１２８　判定部
　　１３０　記憶部
　　１４０　ＬＡＮ接続部
　　ＡＮＴ　アンテナ
　　ＡＮ　基地局（マクロセル）
　　ＡＴ，ＡＴ１　端末（移動機）
　　ＣＮＥＴ　移動体通信網
　　ＩＮＥＴ　インターネット
　　ＦＧＷ　フェムトゲートウェイ

【図１】 【図２】
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